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毎月1日に発行します 狛江市発行●狛江市民活動・生活情報誌●

誌面に掲載した記事・写真等の無断複製・転
載等はお断りします。
お問い合わせ・ご意見は狛江市地域活性課へ

62017
平成29年

2017年6月１日発行第166号

It’ s MonBan～小さな
ハムスター門番～～24

11：30～15：00カ
レーショップ・メイ。絵画・
雑貨展主 河野吹雪 ☎
3480-3468カレーショ 

ップ・メイ
ジャムセッション（ジャズ）1日 19：
30 add9th ☎3480-4996add9th
ひかり作業所作品展1 15 9：
00（初日13：00）～21：30（最終日
16：30）中央公民館。作業所紹介と
メンバーの作品主 ひかり作業所 ☎
3489-6452白井
ライブ add9th
三遊亭楽八独演会3日 19：00add9th
add9th
こまえ楽市ミニライブ4日 1:30・
13：30市役所前市民ひろば主 こまえ
楽市の会 ☎3480-2074菓匠志むら
新イタリア合奏団 with アンドレア・
グリミネッリ4日 00エコルマ
ホール。 ☎3430-4106（一財）狛
江市文化振興事業団
ジャムセッション（ジャズ）8日 19：
30add9th add9th

ライブ add9th
天野浩  うるし作品展Ⅱ10 ～13日
10:00～18:00（最終日15：00）泉の

森会館。木の素材感のある食卓の小道具
主天野浩 ☎5497-5444泉の森会館
お昼のジャム・セッション（ジャズ）10
14：00add9th add9th

ぽえむの喫茶ライブ10 20：00ぽ
えむ狛江南口店主ぽえむ狛江南口店
☎5761-5569森元
万葉集をビデオで学ぶ会12 13：
00中央公民館主万葉名歌 玉川碑に集う
会 ☎3489-7432井上
江戸の粋を楽しむ～三味線とお座敷唄
14 13：30エコルマホール （一
財）狛江市文化振興事業団
ジャムセッション（ジャズ）15 19：
30add9th add9th
狛江陶友会作品展16 ～30日 ：
00（初日10 : 00）～21: 30（最終日
16:00）中央公民館。食器など約20点
主狛江陶友会 ☎3430-8263長谷川
6年経った福島へ～帰還が唯一の策？
16 ～30日 ：00（初日13:00）
～21:30（最終日15:00）中央公民館。
福島被災地の現状と放射能測定調査結

果主狛江の放射能を測る会 ☎3480-
7477西尾
絵のあるくらし  いわさき千鶴展16日
～19日 0:00～17:00（最終日16：
00）泉の森会館。水彩画、アクリル画、
器など主いわさき千鶴 泉の森会館
ライブ h add9th
40thかわせみ寄席17 14：00谷戸
橋地区センター主 かわせみ企画 ☎
080-1282-8166神原
アコースティック・ジャム・セッション

20：00add9th add9th
ジャムセッション（ジャズ）22 19：
30add9th add9th
ライブ24日 0：00add9th add9th
ジャムセッション（ジャズ）29 19：
30add9th add9th
みんなの歌声広場 4：00みんな
の広場主 みんなの歌声広場 ☎090-
9808-2810大熊
ライブ h add9th

＊イベント名、開催日・期間、開始時間、
会場、内容、主 主催、 問い合わせ先（2
回目以降は電話番号省略）の順。

6月の
催事記

人形劇サークル スープ

人形劇サークル スープ（市川治美代
表)は市内外の幼稚園、南部地域センタ
ーのクリスマス会など、年約18回の公
演を行い、子どもたちに親しまれている。
昭和59年の結成以来、これまでの公演
はのべ約450回にのぼる。
狛江はかつて人形劇が盛んで、多い
時は7グループを数え、62年に狛江ア
マチュア人形劇連絡会（略称KAPA)が
結成され、以後毎年中央公民館などで
合同公演を続けてきた。合同公演以外
にグループとして活動を続けているのは
スープだけとなったため、ことしでＫＡＰ
Ａを解散することが決まり、12月に最
後の30回目の公演を催す。
スープは福祉会館（現・西河原公民
館の前身)がプロの人形劇団を講師に招
いた講座の受講者らで結成した。ねず
みの家族シリーズなど市川代表による
童話をもとにしたオリジナル作品のおも
しろさや演目の多さが人気で、多くの
公演依頼が寄せられる。
現在のメンバーは、60代後半から
70代半ばの女性5人。ことしはKAPA
最後の公演に向け新作品づくりに意欲
を燃やしており、5月から毎週1回人形
の製作や衣装、舞台の仕掛けなどの準
備を重ね、脚本が出来上がると約半年
間かけて練習する。このため4月から
10月は準備期間となり、公演は11月
から3月にかけて依頼を受けた保育園や
子ども向きのイベントで催している。メ

ンバーたちは「自分たちで舞台を作り上
げることが楽しいことに加え、観客に喜
んでもらえることで楽しさが倍増します。
私たちもシニアになりましたが、体が動
く限り続けていきたい」と話している。
問い合わせ☎3488-7591市川さ
ん。

たま川お手玉の会
「たま川お手玉の会」（伊藤ひで会長）
は、狛江市教育委員会がむいから民家
園で定期的に開く「昔あそび体験」で
子どもたちにお手玉などの遊びを教え
ている。
同会は約10年前から同園のイベント
などで昔遊びを教えていたボランティア
らが中心となり３年前に発足した。
現在、市内や調布市、世田谷区の
40～80代の女性17人が所属、昨
年６月から第４土曜日の午後１時～４
時に園内でお手玉やあやとり、折り
紙、紙相撲、コマ回しなど主に室内
でできる昔遊びを教えている。また、
市内の他の団体と一緒に小学校や保
育園などで伝承遊びを教える活動も
行っている。

昔遊びは、家庭用ゲー
ム機やコンピューターの
普及などで次第にすたれ、
50代以下の親も経験が
ないのが現状。創意工夫
が必要な昔遊びを次世代

に伝えていくため、子どもの年齢に応じ
て遊び方を変えるなど、幅広い年代が一
緒に楽しめるよう工夫するほか、入園者
に積極的に声をかけて集団で遊べるよう
にしている。
伊藤代表は「お手玉は年齢に関係な

く童心に返ることができ、失敗しても子
どもと一緒に笑えます。昔遊びは手先
に神経を集中させるため、おとな世代
にも脳のトレーニングになり、またさま
ざまな遊び方があるため、互いに教え
合って交流できるなど、いまの遊びには
ない楽しさが味わえるので、ぜひ参加
してほしい」と呼びかけている。
問い合わせ☎090-4833-1956伊藤
さん。

手作り木製おもちゃ

駒井町の山木敏男さん(85)は、やさ
しい色をつかった手作り木製おもちゃを
公民館や保育園、児童館の子育て支援
センターなどに寄贈している。
山木さんは兄の木工作に触発され、
定年退職した70歳の時に電動工具を購
入、自宅に工房を設けて、木工を始めた。
初めは写真の額縁などを作っていたが、
組み木作家の小黒三郎さんの作品に出
合い、木のおもちゃを作り始めた。
約10年前にひな人形のセットを岩戸
児童館に寄贈して喜ばれたのをきっかけ
に、組み合わせパズルとしても楽しめる

おもちゃなどを次々と制作、保育園や
公民館にプレゼントしてきた。なかでも、
西河原公民館へは、手のひらに乗るほ
どの小さなひな人形や五月人形など季
節の組み木細工、ロープを伝って動く
動物のおもちゃなど100点以上を寄贈
し、一昨年まで未就学児を対象に毎週
催している「いきいき子育てルーム」の
保育者と連携して、乳幼児と保護者に
おもちゃの使い方を教えたり、一緒に遊
んでいた。また、クリスマスやひな祭り
の季節には、中央公民館のショーケー
スに作品を展示している。
山木さんは持病が悪化したため昨年
は外出を避けていたが、現在は病気が
回復したため、今後は子どもと交流した
いと楽しみにしている。

サポート狛江
一般社団法人　サポート狛江（中川
信子代表理事)は、障がいの有無にか
かわらず支援が必要な子どもや保護者
を支えるネットワーク作りを目指してお
り、正会員、賛助会員などが約100人
いる。
同会は、平成19年度からの特別支

援教育実施を前に、狛江らしい特別支
援教育を考えようと、15年に言語聴覚
士の中川信子さんの提唱で療育スタッ
フ、保護者、教員など数人で発足。現
場の職員の声を聴いたり意見交換を重
ね、シンポジウムや講演会を開催し、
子育てに関連する関係者のネットワーク
作りを続け、22年に一般社団法人にな
った。
21年には市民協働提案事業として市
内の支援が必要な子どもに関わる支援
ネットワークマップ「狛江市育ちの森」
を制作して配布、毎年市と協同で更新
している。
同会では、発達障がいなどに焦点を
当てた映画会や講演会、少人数の子ど
も囲碁教室、おとなのためのパソコン
教室などを催すほか、「古民家園で遊ぼ
う」の実施にも協力している。
今年度も、ホームページなどを通じ
て、子育てや発達障がいに関する情報
発信を続ける予定だ。
問い合わせ☎090-7261-9968 
sapokoma@hpi-j.co.jpサポート
狛江 http://www.sapokoma.jp

協働のかたち

スープの人形劇

木のおもちゃを作っている山木さん

子ども❷

お手玉の遊び方を伝授


